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日 本 の 女 性 の 髪 は 、 も と も と 美 し い 。 
そ の 美 し さ を 、 京 都 ク オ リ テ ィ で 
最 大 限 に 引 き 出 す 。 
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K Y O T O   B E A U T Y ブ ラ ン ド の イ メ ー ジ ヴ ィ ジ ュ ア ル に は 新 進 気 鋭 の 女 性 
日 本 画 家 を 起 用 。 
描 き 出 さ れ る 女 性 像 は 、 確 か な 古 典 技 法 を 用 い な が ら 現 代 的 な 雰 囲 気 を 
併 せ 持 ち 、 絵 で あ り な が ら さ な が ら 芝 居 を し て い る か の よ う で す 。 
K Y O T O   B E A U T Y は 古 典 を 尊 重 し な が ら 、 現 代 性 と 新 し い 価 値 観 を 柔 
軟 に 採 り 入 れ 、 日 本 の 美 と 質 （ Q u a l i t y ） を 印 象 づ け ま す 。 

日 本 画 家 、 
諫 山   宝 樹 。 

諫 山   宝 樹 
TAMAJYU ISAYAMA 

大 阪 生 ま れ 。 京 都 在 住 。 
2 0 0 3 年 、 京 都 市 立 芸 術 大 学 日 本 画 専 攻 卒 業 、 2 0 0 5 
年 、 同 大 学 院 保 存 修 復 専 攻 修 了 。 
大 学 院 在 学 中 よ り 東 映 京 都 撮 影 所 に て 様 々  な 時 代 
劇 の 複 絵 等 の 制 作 に 携 わ り 、 2 0 1 5 年 の 独 立 後 は 主 
に 京 都 に て 寺 社 へ の 奉 納 や 定 期 的 な 作 品 公 開 、 広 
告 媒 体 へ の 作 品 提 供 等 活 動 の 幅 を 拡 げ て い る 。 

Biography 
2 0 1 4 京 都 市 珠 派 賞 受 賞 く く る ま ＞ 

日 本 凶 案 家 協 会 展 主 催   京 都 市 琳 派 4 0 0 年 記 念 事 業 
2 0 1 6 大 徳 寺 塔 頭 漿 光 院 奉 納 庫 裡 襖 絵 
2 0 1 7   椿 大 神 社   奉 納 「 天 鈿 女 命 図 （ 掛 軸 ） 」 
2 0 1 8 清 水 寺 奉 納 「 大 日 堂 唐 子 列 図 （ 板 絵 ） 」 

宗 寺 （ 沢 庵 寺 ） 奉 納 「 庫 裡 大 根 戯 画 （ 襖 絵 ） 」 
貴 船 神 社   奉 納 「 龍 区 （ 色 紙 用 龱 案 原 画 ） 」 

2 0 1 9 N H K 連 続 テ レ ビ 小 説 「 ス カ ー レ ッ ト 』 
絵 付 け ・ 日 本 画 指 導 

2 0 2 1 八 坂 神 社 奉 納 「 新 年 干 支 （ 丑 年 ） 大 絵 馬 」 
諫 山 宝 樹   個 展 （ 大 雅 堂 ） 

2 0 2 2 八 坂 神 社   奉 納 「 新 年 千 支 （ 寅 年 ） 大   馬 」 
金 峯 山 寺 奉 約 「 蔵 王 権 現 像 ＜ 若 ） （ 紺 紙 金 泥 ） 」 

本 地 堂 内 に て 展 示 会 開 催 
正 壽 院   奉 納   本 堂 襖 2 1 面 

2 0 2 3 八 坂 神 社 奉 納 「 新 年 干 支 （ 卵 年 ） 大 絵 馬 」 
諫 山 宝   個 展   一 た た ゆ た う 筆 ー （ 大 雅 堂 ） 

山 宝 樹 
（ 宮 脇 商 扇 庵   創 業 2 0 0 周 年 記 念 特 別 企 画 ） 

2 0 2 4 八 坂 神 社   奉 納 「 新 年 干 支 （ 辰 年 ） 大 絵 馬 」 
N H K 大 河 ド ラ マ 「 光 る 君 へ 』 衣 装 人 物 画 担 当 
令 和 六 年 「 都 を ど り 」 ボ ス タ ー 原 画 担 
金 峯 山 寺 本 地 堂 内 に て 展 示 会 開 催 

高 台 寺 奉 納   若 か り し 頃 の ね ね ・ 秀 吉 肖 像 画 
（ ね ね 様 4 0 0 年 遠 思 記 念 事 業 ） 

諫 山 宝 樹   個 展 一 筆 儘 一 
（ 白 沙 村 荘   橋 本 関 雪 記 念 館 ） 

2 0 2 5   八 坂 神 社   泰 納 「 新 年 干 支 （ 已 年 ） 大   馬 」 
令 和 七 年 「 都 を ど り 」 ポ ス タ ー 原 画 担 当 
K Y O T O   B E A U T Y   イ メ ー ジ ヴ ィ ジ ュ ア ル 担 当 



不 思 議 だ か ら 心 を 掴 む 。 
京 都 を も っ と 知 り た い 。 
日 本 を も っ と 知 り た い 。 
想 像 し て も ら う こ と で も っ と 
好 奇 心 を 刺 激 す る 
イ メ ー ジ ヴ ィ ジ ュ ア ル 。 
美 し い 髪 の 女 性 の 周 り で 無 邪 気 に 遊 ぶ の は 唐 子 （ か ら こ ） と 呼 ば れ る 子 ど 

も た ち 。 伝 統 的 に 日 本 美 術 に 見 ら れ る 意 匠 で す が 、 そ れ が K Y O T O 
B E A U T Y に お い て 何 を 表 す の か 、 な ぜ 用 い ら れ て い る の か は 手 に 取 る 人 
の 想 像 に 委 ね ら れ て い ま す 。 
K Y O T O   B E A U T Y は そ ん な 不 思 議 を 残 す こ と で 、 京 都 の 奥 深 さ や 日 本 の 
奥 深 さ に 対 す る 好 奇 心 を 刺 激 し ま す 。 



か 

容 器 か ら 出 し た 瞬 間 に 理 解 る 。 

新 世 代 シ ャ ン プ ー 
& ト リ ー ト メ ン ト 

プ ロ ス タ イ リ ス ト 
＜ 膨 大 な ヒ ア リ ン グ デ ー タ ＞ 

プ ロ マ ー ケ タ ー 
＜ 膨 大 な 市 場 分 析 デ ー タ ＞ 

［ 共 同 開 発 」 
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日 本 茶 エ キ ス 
茶 葉 の 栽 培 に 恵 ま れ た 環 境 で あ る こ と 
か ら 、 京 都 ・ 宇 治 は 日 本 有 数 の 上 質 な 茶 
の 生 産 地 と し て 発 展 し ま し た 。 京 都 で 育 
っ た 茶 葉 を 化 粧 品 成 分 と し て 採 用 。 紫 
外 線 に よ る 髪 へ の ダ メ ー ジ を 抑 え る 効 
果 が 期 待 さ れ て い ま す 。 
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Fragrance 

フ レ グ ラ ン ス 

フ レ ッ シ ュ な シ ト ラ ス に 優 し い ハ ー ブ を 
プ ラ ス し た 、 爽 や か な グ リ ー ン テ ィ ー の 
香 り 。 日 本 人 に 馴 染 み 深 く 、 贈 り 物 に も 
喜 ば れ る よ う な 、 爽 や か で 清 潔 感 を 感 
じ ら れ る 調 香 に こ だ わ り ま し た 。 

Top 

●   ト ッ プ ノ ー ト 

Middle 
Jasmin Rose 
Lavende 

Clary Sag 

Base 
Amber 
Woody 
lalsam 

● ミ ド ル ノ ー ト 

● ベ ー ス ノ ー ト 



減 ら さ な い 。 
薄 め な い 。 

本 来 “ こ う な る は ず ” の テ ク ス チ ャ 。 
ま る で 高 級 な 「 水 飴 」 。 
髪 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル は も ち ろ ん 、 お 風 呂 で 自 分 の 手 に と っ た お 客 さ ま が 
一 瞬 で 違 い を 感 じ ら れ る “ 固 い ” テ ク ス チ ャ 。 
ダ メ ー ジ ケ ア 成 分 や 美 容 成 分 を た っ ぷ り と 配 合 し た 結 果 、 必 然 的 に 
な か な か 他 に 類 を 見 な い ほ ど 固 い テ ク ス チ ャ に な り ま し た 。 
し か し な が ら 髪 に さ っ と 馴 染 み 、 驚 く ほ ど 豊 か な 泡 立 ち が 広 が り ま す 。 

こ れ ま で に な い テ ク ス チ ャ に 、 皆 さ ん 驚 か れ ま す 。 
ぜ ひ 、 実 際 に 手 に と っ て み て く だ さ い 。 

ジ ェ ル 感 が 強 く 固 い テ ク ス チ ャ な の で 
飛 び 散 り に く く 、 泡 な め し や 泡 パ ッ ク も 
可 能 で す 。 
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